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■  昆虫が利用する振動と害虫防除への応用
昆虫は、振動を情報として利用し、捕食者の回避や種内の

コミュニケーションなど様々な行動をとります。例えば、マ
ツノマダラカミキリでは、振動を検知する感覚器が脚に存在
し、特定の振動に対して歩行や摂食などの行動を停止します。
このことから、害虫に対して人工的な振動を与えることで、
摂食などの阻害や忌避を促すことによって、農林産物の被害
を抑制することができます（図1）。

■  きのこの害虫キノコバエ類
シイタケをはじめとする食用きのこでは、おが粉（おがくず）

を培地とした菌床を栽培施設内の棚に並べて栽培する菌床
栽培が広く普及しています（図2）。菌床栽培により、一年を通
じて安定的なきのこ生産が可能になりますが、菌食性の害虫
による被害を受けることがあります。フタマタナガマドキノ
コバエ（図2）やツクリタケクロバネキノコバエなどのキノコ
バエ類は主要なシイタケ害虫であり、菌床を食害します。そ
のうえ、シイタケの子実体にこれらの害虫がついた状態で出
荷されると異物混入という問題もおこります。また、消費者
の安心・安全を求めるニーズから、化学農薬をきのこ栽培に
は用いないことが一般的なため、化学農薬に頼らない新たな
害虫防除技術が求められています。

■  振動による害虫防除の効果
菌床シイタケに対するキノコバエ類の被害を軽減するた

めに、振動を用いた害虫防除技術を開発しました。最初に、
キノコバエ類の幼虫の行動制御に有効な振動の範囲を特定
しました。フタマタナガマドキノコバエの幼虫に対して、異
なる単一周波数の振動を1秒間、一定の間隔で繰り返して与
えたところ、幼虫は100 Hz と1000 Hz の振動に対して移動の
停止や驚くような反応をおこしました。また、ツクリタケク
ロバネキノコバエの幼虫において、特定周波数の振動を与え
た振動区と振動を与えなかった対照区の間で比較したところ、
100 Hz より高い周波数の振動が、幼虫から蛹

さなぎ
、成虫になる成

長を抑制することが分かりました。
そこで、100 Hz、800 Hz 及び950 Hz の振動を発する振動装

置（東北特殊鋼 ( 株 ) ほか）を、森林総合研究所のシイタケ栽培
施設内の菌床栽培棚に設置して、振動を2秒間、一定間隔で繰

きのこに振動を与えて害虫の発生を抑制する

り返して菌床に与え、成長制御の効果を検証しました（図3）。
フタマタナガマドキノコバエ及びナガマドキノコバエ類の
近縁2種について、種ごとに幼虫を10頭ずつ菌床上に放して、
幼虫が蛹になった数、さらにそれら蛹が成虫になった数を冬
期の2か月間にわたり観察しました。

その結果、100 Hz、800 Hz と950 Hz のすべての振動区にお
いて、蛹や成虫の発生が遅れ、さらに発生した成虫の数が減
少して対照区より35% 低下したことから、振動は成長を制御
していることが分かりました（図3）。これら一連の試験結果
より、振動はキノコバエ類の行動や成長を制御することで、
被害を軽減する防除技術として効果を発揮することが示さ
れました。振動による害虫防除技術は、誘引トラップなどの
防除技術と組み合わせた総合防除によって、化学農薬に頼ら
ずに、安全で安心なきのこの安定生産に貢献すると期待され
ます。
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図１　振動による害虫防除
昆虫は振動を検知して回避や停止などの行動をおこすことから、振動装置によって害虫に振
動を与えることで摂食などの阻害や忌避を促し、被害を抑制することができます。

図２　�（A）栽培施設のシイタケ菌床と（B）シイタケ子実体上のフタマタナガマドキノコバエの
幼虫（矢印）と拡大図（体長1cm）(B 出典：JATAFF ジャーナル10:19-24(2022))

図3　栽培施設内での振動によるナガマドキノコバエ類の制御効果
シイタケ栽培棚の菌床に振動を与えたところ、成虫の発生数が減りました。振動区は100Hz、
800Hz と950Hz の総計。縦棒は標準誤差です。
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